
人間国宝伊藤赤水氏をお招きし
　　　　　　　　　　講演会を開催
　6月5日午後3時から、人間国宝伊藤赤水氏を佐渡か

ら講師にお招きし、首都圏佐渡連合会主催の第3回文

化講演会が開催された。会場の新潟館ネスパスには佐

渡出身者以外の方も含め、予定数を超える９0名が参加。

演題は「佐渡のやきもの」で、最初に、佐渡のやきも

のの生い立ち、赤水窯のルーツ、無名異と無名異焼、

練り上げ技法などについて図解も入れた解説があり、

続いて五代伊藤赤水氏自身の陶歴、作陶観等について

以下の内容の解説があった。氏は昭和41年に佐渡へ

帰島、作陶生活に入る。数々の賞を受賞するごとに、

氏の作品に対する外部からの評価と期待感が高まり、

従来とは異なる次の作品が望まれるようになってきた

こと。5年10年と同類の作陶を続け、そして次の新し

いものを追究、この繰り返しで土と格闘し続けてきた

こと。昨年1月、日本橋三越での作陶展に初めて無名

異焼とは異なる、佐渡にある岩石を使用した「佐渡島」

を発表し好評を受けたこと等。

　佐渡の土と炎の匂いを感じさせる熱の入った講演会

は、参加者に深い感銘を与えて5時過ぎに終了した。

講演会終了後の懇親会には70名が参加、赤水氏を囲み、

思い思いに交流を深めた。

(文責　首都圏佐渡連合会文化芸能部会長　元田利夫)

申込方法　往復はがきにお名前・住所・ご連絡先・

観戦日を明記して郵送してください。ハガキ

1枚につき1名様まで有効です。

締　　切　7月22日（木）当日消印有効

申込み・お問い合わせ
　(株)新潟アルビレックス・ベースボール・クラブ

　〒950－0932　新潟市中央区長潟570　

　ＨＡＲＤ ＯＦＦ ＥＣＯスタジアム新潟内

　☎025－250－5539
伊藤赤水氏による講演「佐渡のやきもの」

2010年シーズン
新潟アルビレックスBC

ホームゲームご招待

会場：サン・スポーツランド畑野野球場
10名様までご招待！（応募多数の場合は抽選）

8月1日（日）午後１時開始　
対 群馬ダイヤモンドペガサス
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５
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